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2004年 に東北地域 で収集 した リンゴジュースの安全性確認
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1 は じ め に

リンゴジュース等のリンゴ加工品は、リンゴ青カビ病

菌 (2"た777,"%″パ
")が

産生するマイコトキシン “

パツリン"によって汚染される可能性があることは世界

的に広く認識されており、多くの国でリンゴ加工品のパ

ツリン含量の規制値が設定されていた。我が国でも 21X12

年に厚生労働省が 50 μg/kg(ppb)の規制値を決定し、

2003年 7月 のコーデックス総会でも同量の基準値が採

択された。

本研究では、21X13年 'に 引き続き東北地域で収集した

国産果実を原料とするリンゴジュースのパツリン含量の

測定、及びパツリン産生菌を接種したリンゴのパツリン

量と病斑の大きさとの関係を調査した。

2試 験 方 法

(1)製品の収集

東北地域内の小売店から、国産果実を原料とする混濁

・透明タイプのリンゴジュース 156点を収集した。

121 パツリン分析

AOAC201XD 02法 に順じ、下記の通り実施した。リン

ゴジュースを酢酸エチルで抽出後、炭酸ナドリウムで酸

性物質の除去を行い、硫酸ナ トリウムで脱水した。これ

を減圧濃縮・ 乾固し、pH4の 酢酸水に溶解 して試料液と

した。定量は,ODSカ ラムを接続した HPLCで 276nln

によ り検出した。溶離液は、0"5%過塩素酸 :アセ ト

ニ トリル=97:3。 LC‐MSは APCIイ オン化法、ネガテ

ィブイオンモー ドで測定した。

(3)パツリン産生菌 lPaalcIIIIzπ ら四お
")を

接種し

たリンゴの調製とパツリン分析

リンゴ果実から分離したパツリン産生菌 ●物lc工li疇

中 mttDの胞子をリンゴ「王林」果実に有傷接種し、25

℃でインキュベートした。接種後 21日 目まで 3日毎に

サンプリングしてジュースを調製し、上記手順によリパ

ツリンを抽出した。

3 試験結果及び考察

(1)パ ツリン分析の検出限界と定量限界

AOAC211110 02法 により、パツリンはジュース中に多

量に含まれる 5‐HMF(ヒ ドロキシメチルフルフラール)

のピークと良好に分離した (図 1)。 検出されたパツリ

ンのビークの s/N比の計算から検出限界 (S/N比 3)及

び定量限界 (S/N比 10)をそれぞれ4 μg/L、 10/1と

した。また、LCMSで もパツリンの脱プロトン化分子

1530216 い夕)[M‐H]~が検出され (図 2)、 最終確認

の実施が可能となった。

(21収集したリンゴジュースのパツリン分析

収集製品の中で、 1点に定量限界を超えるパツリンが

21μg/Lの濃度で検出されたが、コーデックスの基準値

は超えておらず、また残り155点には検出されなかった

(図 3)。

(3)パ ツリン産生菌接種リンゴのパツリン量の推移

パツリン産生菌を接種したリンゴでは、接種後 6日 目

からパツリンの産生が認められ、その後急激に増加した

(表 1)。 接種後 6日 日では病斑面積が 27±1.lcm2(平

均値士 sD)程度であり (図 4)、 打撲による褐変と見

間違う可能性があることが示された。

4 ま と め

東北地域で収集したリンゴジュースには、21X13年 の

結果と同様、コーデックスの基準値を超える製品は認め

られなかつた。パツリン産生菌を接種したリンゴでは、

小さな病斑でもパツリンが産生される場合があるため、

選果の徹底が必要である。
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図 1 パツリン含有 リンゴジユース抽出物

の HPLCク ロマ トグラム

検出限界 (SN比 3):4 μg/kg

定量限界 (SN比 10):10μ g/kg

1530216

図 2 LC‐MSに よるパツリンの確認
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図3 20m年に収集した国産果実使用リンゴジユースのパツリン含量

表 l P`"″ :″″″●響ぃ″″接種後のリンゴから調製したジユースのパツリン量の推移
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図 4
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